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図．プロポフォール注射剤の投与終了後の時間（横軸）と血中濃度（縦軸）との関連 
（Diprivan の米国添付文書より） 

 
1 時間の投与では比較的血中濃度が速やかに消失するのに対し、10 日間投与した後では、血中濃度の消失

に時間を要しているのが分かる。 

 
 
最近の特筆すべき事項は、厚生労働省「妊婦・授乳婦を対象とした薬の適正使用推進事

業」ワーキンググループより、「医療用薬品の添付文書における 妊婦禁忌の解除を希望す

る薬剤調査」が各学会に要請があったことです（例、日本呼吸器学会 http://www.jrs.or.jp/
「2019 年 6 月 10 日通知」、他複数学会、閲覧日：2019 年 8 月 17 日）。 

この通知自体は否定していません。むしろ、我々医療従事者の心構え、つまり、「禁忌外

したい薬、教えてね」といった軽いニュアンスで医療従事者側が受け取ってしまうことを、

大変懸念します。 
 
 
例２．タミフルの警告欄から「10 代への使用を原則差し控えること」が削除（2018 年 8
月） 
この事例は「警告」に関する内容ですが、事実上「禁忌」と見なしていたため、取り上

げます。2018 年 8 月、オセルタミビル（タミフル）の警告欄から「10 代への使用を原則

差し控えること」が削除されたことは、僕にとっては衝撃的でした（表 1）。 
2007 年に緊急安全性情報（イエローレター）が出て、全国ニュースでも大々的に取り上

げられ、それ以降、我々は 10 代の患者さんには極力別の薬を出し、薬の説明にも気を遣っ

てきました。そうした状況でも、皆さんは「異常行動は、タミフルとは関係ないんじゃな

いかな」と感づいていたと思います。 
それが、「あっ」という間に覆されてしまいました。 

 
 
 
 


